
［平成２０年度参考となる技術］ 

［技術名］携帯型非破壊糖度計を利用したミディトマト糖度の推定 

［要約］市販の携帯型非破壊糖度計（K社 フルーツセレクタ K-BA100R）を利用し、ミディ

トマト用に作成した検量式を用いることにより、果実を切断することなくミディトマトの

果実糖度が高精度に推定できる。 
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［背景・ねらい］ 

 様々な「こだわりトマト」アイテムの増加などにより、ミディトマトの販売を取り巻く

状況は厳しく、福井県ブランドを維持するためには、これまで以上の高品質な果実の出荷

が求められる。現在、品質の最も重要な要素である果実糖度（Brix％）は一定数量毎にパ

ックを開けて果実を抜き取り、糖度計で検査を受けるシステムとなっている。しかし、切

断・搾汁するためサンプル調査にとどまり、市場に対する強いアピールとはなっていない。

そこで、ミディトマトの糖度保証によるブランドのグレードアップなど、ブランド力強化

の支援を目的に、携帯型非破壊糖度計によるミディトマト糖度の推定を試み、実用性を検

証する。 

 

［技術の内容・特徴］ 

１．ミディトマト用として作成した検量式を用いた果実糖度の推定精度は非常に高い（表

１、図１）。 

２．作成した検量式は「越のルビー」と「華小町」および農業試験場で育成中の２系統「No.

５」「No.11」において適応できる（図２）。 

３．測定は、果実を横向きの状態でプローブに静置し、プローブ部または本体上部の測定

スイッチを押すだけで非常に簡便である。測定に要する時間は1点約2.5秒である（写真）。 

 

［技術の活用面・留意点］ 

１．糖度検査の効率化、糖度保証による新アイテムの開発などに活用する。 

２．利用にあたっては、作成した検量式を付属のソフトにより本体へアップロードして使

用する。 

３．非破壊糖度計の測定条件は本機に内臓のミニトマト測定条件と同様とした。 

４．果実糖度（実測値）は果実全体をガーゼとお茶パックで２重に包み搾汁した果汁をデ

ジタル糖度計（ATAGO PR101α）により測定した。 

５．品種、作型等が本情報と異なる場合、本法への適応について別途確認が必要である。 



4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

4.0 6.0 8.0 10.0 12.0

実測値　（Brix･%）

推
定

値
　

（
B

ri
x･

%
）

0

～
～

～ ～

n=397

ｒ =0.945

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

4.0 6.0 8.0 10.0 12.0

実測値　（Brix･%）

推
定

値
　

（
B

ri
x･

%
）

0

～
～

～ ～

n=180

ｒ =0.914

▲ 華小町
● No.5
○ No.11

SEP  0.405

糖 度 0.985 0.307 0.343

　
1)
2006抑制、2007半促成・抑制栽培で生産した「越のルビー」果実により作成。n=40

　
2)
重相関係数　　　

3)
検量線作成時の標準誤差

　
4)
未知試料予測時の標準誤差
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［具体的データ］ 

 

表１ 検量線作成に用いた波長と係数およびその評価 1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 越のﾙﾋﾞｰ果実糖度の実測値と推定値（評価用）   図２ 品種別果実糖度の実測値と推定値

（評価用） 

 

 

 

 

 

 

                                    写真 使用した携帯型非破壊糖度計 

                                        と測定時の果実静置状況 
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